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昭和に入って、新森地区に家が多くなり児童数
も増えました。教室が足りなくなり、昭和１３
年に、清水中公園の所に「仮校舎」が作られ、
２４年まで使われました。

戦争も終わり、学校もはじまりましたが、増え続
けた児童数に教室が足りなくなり二十四年になる
と、清水南小学校が分かれて、新森小路小学校が
うまれました。やがて、二十六年になると、広い
校地を求めて、現在の所へ移転が始まりました。
しばらくの間は、清水会館と両方使われていまし
たが、本校がこちらへ移り、清水会館の所は、廃
止されました。

明治６年に、本校のもとになる学校が作られま
した。そのころ千林村と呼ばれたところにあり
ました。今の千林商店街の三和銀行の向かい側
辺りにあったようです。４０数年間、学校として
親しまれました。初めの頃は、小学校は４年間
だけで、卒業したあと、二年間の高等科へ行く
人もいました。皆さんのおじいさんやおばあさ
んの中には、この学校で勉強された方がおられ
るかもしれませんね。

この書冊は、清水小学校を中心として調査、研究され、
４７ページにわたって記載された地域史です。

大正十一年、清水小学校が創立されました。し
ばらくの間、千林の小学校の校舎を使っていま
したが、十二月十日に、今の清水会館の所に新
しい校舎が建てられ、清水村の小学校となりま
した。大正十四年に、大阪市の東成区となり、
大阪市立清水小学校となりました。三十数年間、
清水会館の所が学校として親しまれてきました。

戦争後の混乱から、社会がようやく立ち直り始
めた頃、清水小学校は現在の場所に移りました。
（１９５１年・昭和２６）
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